
 

 7 

3. 地震動等の解析 

 

3.1 予測手法 

3.1.1 震源～工学的基盤までの地震動予測手法 

地震動の予測は、等価震源距離による距離減衰式にディレクティビティ効果を考慮した王

寺ら(2009)の式を用いた。 

王寺ら(2009)は、司・翠川(1999)の等価震源距離による距離減衰式にディレクティビティ

係数を導入している。 

下式は、司・翠川(1999)の等価震源距離による距離減衰式である。 

( )crustXXHMPGV eqeqw 25.1002.0log0031.058.0log −−−+=     (1) 

なお、ここで、PGV は基準地盤(Vs=600m/s 相当)の最大速度(cm/s)を、MWはモーメント

マグニチュードを、Xeqは等価震源距離（km）を、それぞれ示す。 

等価震源距離 Xeqは、震源近傍での距離減衰式の適用を高めるために断層の広がりを考慮

する手法として提案されたものであり、非一様なエネルギーの震源断層面に対して、点震源

から等価なエネルギーを受けるように、次式で定義される。 

∑
∑ −

− =
m

mm
eq e

Xe
X

2
2

                        (2) 

ここに、Xmは観測点から断層面の各微小領域 m への最短距離（km）、emは断層面上の各

微小領域 m※からの地震波エネルギーの相対放出分布（ここではすべり量の 2 乗と定義）を

示す。 

※m:実際の計算では断層面を約 2km メッシュに分割している。 

ディレクティビティ効果とは、断層破壊伝播に起因する一種のドップラー効果であり、強

震動予測を行う際に考慮すべき重要な性質の一つである。 

ディレクティビティ効果については、Boatwright and Booreによる1980年Livemore Valley

地震に関する研究をはじめとし、幾つかの既往地震に対する研究成果が報告されており、こ

の中でディレクティビティ効果が地震動強さに与える影響が大きいことが確認されている。 

王寺ら(2009)が提案したディレクティビティ係数の式を以下に示す。 

( )[ ]θcos11 cvD −=                        (3) 

等価震源距離による距離減衰式にディレクティビティ効果を導入するにあたり、エネルギ

ーemにディレクティビティ係数 Dmをかけることで単位時間あたりのエネルギー重みとする。

以下にその提案式を示す。ちなみに mは断層面の各微小領域を示す。 

∑
∑ −

− =
m

mmm

eq
e

XDe
X

2
2

                      (4) 

ここでは、Geller による平均破壊伝播速度と地震基盤の S波速度の以下の経験式を用いた。 

72.0=cv                             (5) 
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図 3.1.1 方位角θの定義（震源とサイトがなす角） 

 

王寺ら(2009)は、ディレクティビィティ係数 D0.5を横ずれ断層のみを対象としており、逆

断層については横ずれ断層ほど明確にディレクティビィティ効果は現れないとして、対象外

にしている。 

一方、倉野ら(2009)は、逆断層タイプの地震について、観測記録と距離減衰式の予測結果

の比較を行い、ディレクティビィティ効果が認められた記録で予測値の約 1.1 倍、認められ

なかった記録で予測値の約 0.7 倍と結論付けている。 

そこで、本調査ではディレクティビティ係数 D に断層係数 F を追加し、逆断層タイプで

も対応できるように改良した。 

[ ]( ) 5.05.0 cos72.011 FD ⋅⋅−= θ                    (6) 

ここで、王寺ら(2009)及び倉野ら(2009)より、横ずれ断層の場合 F＝1.0、逆断層の場合 F

＝0.28 とした。 

 

    

図 3.1.2 ディレクティビティ係数(横ずれ断層) 図 3.1.3 ディレクティビティ係数(逆断層) 
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3.1.2 工学的基盤～地表までの地震動予測手法 

 

【地盤増幅度の算出】 

表層地盤の増幅度は、AVS30 による経験式を用いる。ここでは、松岡・翠川他による 1987

年千葉県東方沖地震の観測記録に基づき設定された式を用いた。 

16.030log66.083.1log ±−= AVSG  

AVS30：表層 30m の平均 S波速度(m/s)の推定値 

ただし、100m/s＜AVS30＜1500m/s 

G：S 波速度 700m/s 基盤の最大速度に対する表層地盤の最大速度の増幅度 

 

図 3.1.4 地盤の増幅度 
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【地表における計測震度】 

最大速度から震度への変換は、次式の地表最大速度と計測震度との経験式を用いて算定し

た。既存の経験式としては、幾つかの式が提案されているが、中央防災会議「東南海・南海

地震等に関する専門調査会」では童・山崎(1996)の式が用いられているため、本検討でも童・

山崎(1996)の式を採用した。 

VbaI log⋅+=  

ここで、I は計測震度、Vは地表最大速度、a,bは係数であり a＝2.30、b＝2.01 とする。 

 

表 3.1.1 計測震度と震度階の関係 

震度階級 計測震度 震度階級 計測震度 

０ 0.5 未満 ５弱 4.5 以上 5.0 未満 

１ 0.5以上1.5未満 ５強 5.0 以上 5.5 未満 

２ 1.5以上2.5未満 ６弱 5.5 以上 6.0 未満 

３ 2.5以上3.5未満 ６強 6.0 以上 6.5 未満 

４ 3.5以上4.5未満 ７ 6.5 以上 
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3.1.3 解析手法の妥当性の検証 

本解析手法の妥当性を確認するために、前回調査で実施した日本海側海溝型地震（Mw＝

7.94）で統計的グリーン関数法と本提案手法の比較を実施した。 

一部（黒枠）のみ統計的グリーン関数法の方が大きく推定されているが、震度分布図は概

ね一致している。 

 

 

図 3.1.5 本解析手法で作成した震度分布図 

 

 

図 3.1.6 統計的グリーン関数法（前回調査） 
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図 3.1.7 日本海中部地震の震度分布図と本解析手法の比較 
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本解析手法で作成した震度分布図 



 

 13 

3.2 断層パラメータの設定 

地震断層のパラメータは、国土交通省の「日本海における大規模地震に関する調査検討会」

の断層モデルの値と、地震調査推進本部のレシピを元に設定した。アスペリティの位置は、

基本ケースと青森県に最も厳しいケースを設定した。 

 

【F17】 

 

  

モーメント・マグニチュードMw ※1

断層長さL(km) ※1

断層幅(km) ※1

震源断層の面積S(km2) S=L×W

地震モーメントM0(N・m) 1.54*S*1011 ※1

S波速度β(km/s) ※2

剛性率μ(N/m2) ※1

震源断層全体の平均すべり量D(m) ※1

短周期レベルA(Nm/s2) A=2.46×1010×(M0×107)(1/3)※3

応力降下量⊿σ(MPa) ※3

平均破壊伝播速度Vr(km/s) Vr=β*0.72※3

fmax(Hz) ※2

セグメント1 セグメント2

断層長さLseg(km) 53.9 81.0 ※1

震源断層幅Wseg(km) 21.5 21.5 ※1

震源断層の面積Sseg(km
2
) 1158.9 1741.5 Sseg=Lseg*Wseg

地震モーメントM0seg(N・m) 1.57E+20 2.90E+20 単位区間面積の1.5乗に比例して配分※3

震源断層全体の平均すべり量Dseg(m) 6.0 6.0

アスペリティの面積Sa(km2) 254.9 383.1 全体の22%※3

アスペリティの平均すべり量Da(m) 12.0 12.0 Da=2×D※3

アスペリティの地震モーメントM0a(N・m) 1.05E+20 1.58E+20 M0aseg=μ･Daseg･Saseg※3

アスペリティの応力降下量⊿σa(MPa) 14.09 14.09 ⊿σa=(Sseg/Sa)*⊿σ※3

アスペリティの長さLa(km) 21.25 27.37 La=Sa/Wa

アスペリティの幅Wa(km) 12.0 14.0

アスペリティのライズタイムtra(s) 2.2 2.5 tra=0.5×Wa/Vr※3

背景領域の地震モーメントM0bseg(N・m) 5.22E+19 1.32E+20 M0bseg=M0seg-M0aseg※3

背景領域の面積Sbseg(km
2
) 903.9 1358.4 Sbseg=Sseg-Saseg※3

背景領域の平均すべり量Dbseg(m) 1.7 2.8 Dbseg=M0bseg/(μ×Sbseg)※3

背景領域の幅(km) 21.5 21.5

背景領域のライズタイムtrb(s) 3.9 3.9 trb=0.5×W/Vr※3

分割長さ(km) 1.99 2.03

分割幅(km) 2.15 2.15

※1：国土交通省　日本海における大規模地震に関する調査検討会(平成26年8月)
※2：青森県　平成25年度青森県地震・津波被害想定調査(平成26年3月)
※3：地震調査研究推進本部　震源断層を特定した地震の強震動予測手法(「レシピ」) (平成21年12月)

要素断層 2×2km程度

背景領域

巨視的震源特性

21.5

6.0

3.10微視的震源特性

アスペリティ

4.05E+19

3.82

3.43E+10

6.0

2.75

7.8

134.9

4.47E+20

断層パラメータ

2900.4
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※赤線:断層上端 

・基本ケース 

 

 

・陸側ケース 

 

※うす茶色:アスペリティ、★：破壊開始点 

図 3.2.1 F17 の断層位置図(赤線：断層上面)と震源モデル 
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【F18】 

 

 

 

  

モーメント・マグニチュードMw ※1

断層長さL(km) ※1

断層幅(km) ※1

震源断層の面積S(km2) S=L×W

地震モーメントM0(N・m) 1.54*S*1011 ※1

S波速度β(km/s) ※2

剛性率μ(N/m2) ※1

震源断層全体の平均すべり量D(m) ※1

短周期レベルA(Nm/s2) A=2.46×1010×(M0×107)(1/3)※3

応力降下量⊿σ(MPa) ※3

平均破壊伝播速度Vr(km/s) Vr=β*0.72※3

fmax(Hz) ※2

セグメント1 セグメント2

断層長さLseg(km) 100.0 37.4 ※1

震源断層幅Wseg(km) 18.1 18.1 ※1

震源断層の面積Sseg(km2) 1810.0 676.9 Sseg=Lseg*Wseg

地震モーメントM0seg(N・m) 3.12E+20 7.13E+19 単位区間面積の1.5乗に比例して配分※3

震源断層全体の平均すべり量Dseg(m) 5.5 5.5

アスペリティの面積Sa(km2) 398.2 148.9 全体の22%※3

アスペリティの平均すべり量Da(m) 11.0 11.0 Da=2×D※3

アスペリティの地震モーメントM0a(N・m) 1.51E+20 5.64E+19 M0aseg=μ･Daseg･Saseg※3

アスペリティの応力降下量⊿σa(MPa) 14.09 14.09 ⊿σa=(Sseg/Sa)*⊿σ※3

アスペリティの長さLa(km) 39.82 18.62 La=Sa/Wa

アスペリティの幅Wa(km) 10.0 8.0

アスペリティのライズタイムtra(s) 1.8 1.5 tra=0.5×Wa/Vr※3

背景領域の地震モーメントM0bseg(N・m) 1.61E+20 1.49E+19 M0bseg=M0seg-M0aseg※3

背景領域の面積Sbseg(km2) 1411.8 528.0 Sbseg=Sseg-Saseg※3

背景領域の平均すべり量Dbseg(m) 3.3 0.8 Dbseg=M0bseg/(μ×Sbseg)※3

背景領域の幅(km) 18.1 18.1

背景領域のライズタイムtrb(s) 3.3 3.3 trb=0.5×W/Vr※3

分割長さ(km) 2.00 2.08

分割幅(km) 2.01 2.01

※1：国土交通省　日本海における大規模地震に関する調査検討会(平成26年8月)
※2：青森県　平成25年度青森県地震・津波被害想定調査(平成26年3月)
※3：地震調査研究推進本部　震源断層を特定した地震の強震動予測手法(「レシピ」) (平成21年12月)

7.7

137.4

3.83E+20

断層パラメータ

2486.9

要素断層 2×2km程度

背景領域

巨視的震源特性

18.1

6.0

3.10微視的震源特性

アスペリティ

3.85E+19

3.82

3.43E+10

5.52

2.75
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※赤線:断層上端 

 

・基本ケース 

 
 

・陸側ケース 

 
※うす茶色:アスペリティ、★：破壊開始点 

図 3.2.2 F18 の断層位置図(赤線：断層上面)と震源モデル 
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【F20】 

 

  

モーメント・マグニチュードMw ※1

断層長さL(km) ※1

断層幅(km) ※1

震源断層の面積S(km
2
) S=L×W

地震モーメントM0(N・m) 1.54*S*10
11

 ※1

S波速度β(km/s) ※2

剛性率μ(N/m2) ※1

震源断層全体の平均すべり量D(m) ※1

短周期レベルA(Nm/s
2
) A=2.46×10

10
×(M0×10

7
)
(1/3)

※3

応力降下量⊿σ(MPa) ※3

平均破壊伝播速度Vr(km/s) Vr=β*0.72※3

fmax(Hz) ※2

セグメント1 セグメント2 セグメント3 セグメント4

断層長さLseg(km) 30.8 47.2 52.4 39.2 ※1

震源断層幅Wseg(km) 18.4 18.4 18.4 18.4 ※1

震源断層の面積Sseg(km
2
) 566.7 868.5 964.2 721.3 Sseg=Lseg*Wseg

地震モーメントM0seg(N・m) 7.33E+19 1.39E+20 1.63E+20 1.05E+20 単位区間面積の1.5乗に比例して配分※3

震源断層全体の平均すべり量Dseg(m) 6.0 6.0 6.0 6.0

アスペリティの面積Sa(km
2
) 124.7 191.1 212.1 158.7 全体の22%※3

アスペリティの平均すべり量Da(m) 12.0 12.0 12.0 12.0 Da=2×D※3

アスペリティの地震モーメントM0a(N・m) 5.13E+19 7.86E+19 8.73E+19 6.53E+19 M0aseg=μ･Daseg･Saseg※3

アスペリティの応力降下量⊿σa(MPa) 14.09 14.09 14.09 14.09 ⊿σa=(Sseg/Sa)*⊿σ※3

アスペリティの長さLa(km) 12.47 19.11 21.21 15.87 La=Sa/Wa

アスペリティの幅Wa(km) 10.0 10.0 10.0 10.0

アスペリティのライズタイムtra(s) 1.8 1.8 1.8 1.8 tra=0.5×Wa/Vr※3

背景領域の地震モーメントM0bseg(N・m) 2.20E+19 6.05E+19 7.55E+19 4.00E+19 M0bseg=M0seg-M0aseg※3

背景領域の面積Sbseg(km
2
) 442.0 677.4 752.0 562.6 Sbseg=Sseg-Saseg※3

背景領域の平均すべり量Dbseg(m) 1.5 2.6 2.9 2.1 Dbseg=M0bseg/(μ×Sbseg)※3

背景領域の幅(km) 18.4 18.4 18.4 18.4

背景領域のライズタイムtrb(s) 3.3 3.3 3.3 3.3 trb=0.5×W/Vr※3

分割長さ(km) 2.05 2.05 2.02 2.06

分割幅(km) 2.04 2.04 2.04 2.04

※1：国土交通省　日本海における大規模地震に関する調査検討会(平成26年8月)
※2：青森県　平成25年度青森県地震・津波被害想定調査(平成26年3月)
※3：地震調査研究推進本部　震源断層を特定した地震の強震動予測手法(「レシピ」) (平成21年12月)

アスペリティ

4.15E+19

3.82

3.43E+10

6.0

2.75

要素断層 2×2km程度

7.8

169.6

4.81E+20

断層パラメータ

3120.6

背景領域

巨視的震源特性

18.4

6.0

3.10微視的震源特性



 

 18 

 

 

 

※赤線:断層上端 

 

・基本ケース 

 

 

・陸側ケース 

 

※うす茶色:アスペリティ、★：破壊開始点 

図 3.2.3 F20 の断層位置図(赤線：断層上面)と震源モデル 
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【F24】 

 

  

モーメント・マグニチュードMw ※1

断層長さL(km) ※1

断層幅(km) ※1

震源断層の面積S(km2) S=L×W

地震モーメントM0(N・m) 1.54*S*1011 ※1

S波速度β(km/s) ※2

剛性率μ(N/m2) ※1

震源断層全体の平均すべり量D(m) ※1

短周期レベルA(Nm/s2) A=2.46×1010×(M0×107)(1/3)※3

応力降下量⊿σ(MPa) ※3

平均破壊伝播速度Vr(km/s) Vr=β*0.72※3

fmax(Hz) ※2

セグメント1 セグメント2

断層長さLseg(km) 53.7 77.9 ※1

震源断層幅Wseg(km) 28.2 28.2 ※1

震源断層の面積Sseg(km2) 1514.3 2196.8 Sseg=Lseg*Wseg

地震モーメントM0seg(N・m) 2.08E+20 3.63E+20 単位区間面積の1.5乗に比例して配分※3

震源断層全体の平均すべり量Dseg(m) 6.0 6.0

アスペリティの面積Sa(km2) 333.2 483.3 全体の22%※3

アスペリティの平均すべり量Da(m) 12.0 12.0 Da=2×D※3

アスペリティの地震モーメントM0a(N・m) 1.37E+20 1.99E+20 M0aseg=μ･Daseg･Saseg※3

アスペリティの応力降下量⊿σa(MPa) 14.09 14.09 ⊿σa=(Sseg/Sa)*⊿σ※3

アスペリティの長さLa(km) 23.80 34.52 La=Sa/Wa

アスペリティの幅Wa(km) 14.0 14.0

アスペリティのライズタイムtra(s) 2.5 2.5 tra=0.5×Wa/Vr※3

背景領域の地震モーメントM0bseg(N・m) 7.09E+19 1.65E+20 M0bseg=M0seg-M0aseg※3

背景領域の面積Sbseg(km2) 1181.2 1713.5 Sbseg=Sseg-Saseg※3

背景領域の平均すべり量Dbseg(m) 1.8 2.8 Dbseg=M0bseg/(μ×Sbseg)※3

背景領域の幅(km) 28.2 28.2

背景領域のライズタイムtrb(s) 5.1 5.1 trb=0.5×W/Vr※3

分割長さ(km) 1.99 2.00

分割幅(km) 2.01 2.01

※1：国土交通省　日本海における大規模地震に関する調査検討会(平成26年8月)
※2：青森県　平成25年度青森県地震・津波被害想定調査(平成26年3月)
※3：地震調査研究推進本部　震源断層を特定した地震の強震動予測手法(「レシピ」) (平成21年12月)

要素断層 2×2km程度

背景領域

巨視的震源特性

28.2

6.0

3.10微視的震源特性

アスペリティ

4.40E+19

3.82

3.43E+10

6.0

2.75

7.9

131.6

5.72E+20

断層パラメータ

3711.1
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※赤線:断層上端 

 

・基本ケース 

 

 

・陸側ケース 

 

※うす茶色:アスペリティ、★：破壊開始点 

図 3.2.4 F24 の断層位置図(赤線：断層上面)と震源モデル 
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3.3 地盤モデル 

 地盤モデルは、前回調査の結果を用いた。 

 

 

図 3.3.1 浅部地盤タイプの分布(地形タイプ別) 

 

図 3.3.2 浅部地盤タイプの分布(85 タイプの地盤モデル) 
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3.3.1 浅部地盤の物性値の設定 

浅部地盤の物性値は、地盤の動的特性の把握や液状化の評価等の検討を行う際に必要な指

標である。 

物性値の設定に際しては、研究機関の文献（NEXCO 設計要領、道路橋示方書、鉄道構造物

等設計標準等）を参考に、単位体積重量、せん断波速度（Vs）、地盤の硬さ（N 値）、平均

粒径（D50）、細粒分含有率（Fc）を設定した。 

地盤物性値の設定の考え方は、下表に示す文献等から整理した。 

 

表 3.3.1 地盤物性値の設定 

地盤物性値 条件の設定 

単位体積重量 

（KN/m3） 

■各種文献等から、最も詳細に物性値を設定している「NEXCO 設計要領

第１集 (土質対象)」を参考とした。 

なお、岩石に関する指標がないため、「鉄道総合研究所 鉄道構造物等

設計標準・同解説」を用いた。 

せん断波速度（Vs） 

(m/sec) 

■県全域を設定する指標がないため、中央防災会議（2012）による関係

式を用いて土質ごとのせん断波速度を求めた。 

地盤の硬さ（N値） 
■平成 7年度調査で設定された N値及び前回調査のボーリング資料より

各地層の平均 N値を設定した。 

平均粒径（D50） 

(mm) 

■収集したボーリング調査資料から平均粒径を設定することが困難であ

り、「日本道路協会 道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編」より、標準

的な数値を設定した。この設定値は、中央防災会議（2012）でも用い

られている。 

細粒分含有率（Fc） 

(%) 

■収集したボーリング調査資料から平均粒径を設定することが困難であ

り、「日本道路協会 道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編」より、標準

的な数値を設定した。 
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表 3.3.2 地盤モデルの物性値(1/6) 

 

  



 

 24 

表 3.3.3 地盤モデルの物性値(2/6) 
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表 3.3.4 地盤モデルの物性値(3/6) 
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表 3.3.5 地盤モデルの物性値(4/6) 
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表 3.3.6 地盤モデルの物性値(5/6) 
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表 3.3.7 地盤モデルの物性値(6/6) 
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3.3.2 地下水位の設定 

地下水位は、液状化の検討を行う際に必要な指標である。 

前回調査の結果に基づき、設計水位を下表に示すとおり設定した。 

 

表 3.3.8 液状化判定に用いる設計水位 

地盤モデル 設計水位(GL－m) 

扇状地性低地 1.7 

三角州性低地 0.9 

自然堤防・砂州等 1.5 

埋立て・干拓地 1.7 

 

3.3.3 AVS30 の算出 

AVS30 の算出方法を以下に示す。なお、算出方法は前回調査と同じである。 

 

【Vs の算出】 

各地盤モデルの地層の S 波速度は、土質区分と標準貫入試験 N値から経験式を用いて推定

し、県内で実施されている PS 検層結果と土質区分との関係を踏まえ経験式の有効性を確認

した上で、その結果に基づき AVS30 を算出した。 

なお、既存の N値との経験式としては、中央防災会議(2006)による以下の式を利用した｡ 

bNaVs ⋅=  

ここに、Vs：S波速度(m/s) 

N：Ｎ値（層ごとの平均Ｎ値） 

a：土質係数 1（粘土：111.30，砂：94.38，礫：123.05） 

b：土質係数 2（粘土：0.3144，砂：0.3020，礫：0.2443） 

 

【浅層地盤モデルの AVS30 の推定】 

各浅層地盤モデルは、深度30m以上、あるいは30m未満でN値≧50となる2ケースであり、

各浅層地盤構造モデルの AVS30 の推定は、次の方法で実施した。 

･浅層地盤モデルが深度 30m 以上のケース 

上式で推定した各層の S 波速度と層厚からの加重平均から AVS30 を推定。 

･浅層地盤モデルが深度 30m 未満でＮ値≧50 が確認できるケース 

深度 10m、15m、20m、25m のうちで最も N 値≧50 の出現深度に近い値を設定し、その深度

までの平均 S 波速度 AVSn(n＝10,15,20,25)を計算し、内閣府（2005）の次式より AVS30 を

推定した。 

nn bAVSnaAVS +×=30  

ここに、n＝10,15,20,25 

an ,bn：AVSnと AVS30 の回帰式の係数 

※an,bnの係数は、全国の KiK-net 観測点（防災科学技術研究所 強震観測網）のう

ち、N 値≧50 の出現深度が 30m 未満の観測点の S 波速度構造データを、N 値≧50
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の出現深度 10m、15m、20m、25ｍ毎に整理して、AVSn(n＝10,15,20,25)と AVS30
の関係を回帰式で導く。 

 

図 3.3.3 地盤の AVS30 の分布 
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3.4 地震動の予測結果 

 

3.4.1 ４断層８ケースの震度分布図 

4 断層 8 ケースの震度分布図を以下に示す。 

  

図 3.4.1 F17 基本ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 

  

図 3.4.2 F17 陸側ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ）
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図 3.4.3 F18 基本ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 

  

図 3.4.4 F18 陸側ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 
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図 3.4.5 F20 基本ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 

  

図 3.4.6 F20 陸側ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 
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図 3.4.7 F24 基本ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 

   

図 3.4.8 F24 陸側ケース 震度分布図（ひし形：破壊開始点、青枠：アスペリティ） 
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3.4.2 ４つの地震の重ね合わせ震度分布図 

4 断層 8 ケースの震度分布図から、地域ごとに最大値を選び、それらを重ね合わせた震度

分布図を作成した。前提条件が異なるため、前回調査の日本海側海溝型地震と単純に比較で

きないが、全体的に震度階が 1 ランク上がる結果となった。被害の想定はこの重ね合わせ震

度分布図を用いて行う。 

 

図 3.4.9 ４つの地震の重ね合わせ震度分布図 

 

参考：日本海側海溝型地震の震度分布図（前回調査）  



 

 36 

 

表 3.4.1 震度階の割合 

 
※前回調査は 1断層について被害想定を実施したが、今回調査は 4 断層について各々地震動・津波浸水予測を実施し、各地域の最

大値を採用して被害想定を実施した。 

  

最大 ３以下 ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 最大 ３以下 ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７

青森市 ６弱 0.0% 0.4% 60.4% 36.3% 2.9% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 65.3% 26.5% 8.1% 0.0% 0.0% 0.0%

平内町 ５強 0.0% 12.5% 74.0% 13.4% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 96.3% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

今別町 ６弱 0.0% 0.0% 0.0% 75.4% 24.6% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 0.0% 75.4% 24.6% 0.0% 0.0% 0.0%

蓬田村 ６弱 0.0% 0.0% 10.4% 81.5% 8.1% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 13.4% 78.9% 7.8% 0.0% 0.0% 0.0%

外ヶ浜町 ６弱 0.0% 0.0% 1.8% 83.9% 14.3% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 4.9% 87.7% 7.4% 0.0% 0.0% 0.0%

弘前市 ６弱 0.0% 0.0% 14.0% 80.2% 5.8% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 22.3% 27.4% 50.3% 0.0% 0.0% 0.0%

平川市 ５強 0.0% 0.0% 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 79.2% 15.7% 5.1% 0.0% 0.0% 0.0%

黒石市 ５強 0.0% 0.0% 79.5% 20.5% 0.0% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 53.6% 32.5% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0%

西目屋村 ６弱 0.0% 0.0% 0.0% 98.1% 1.9% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 12.9% 82.7% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0%

藤崎町 ５強 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

大鰐町 ５強 0.0% 0.0% 79.1% 20.9% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 89.2% 10.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

田舎館村 ５強 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

五所川原市 ６強 0.0% 0.0% 7.1% 52.1% 37.0% 3.8% 0.0% ６弱 0.0% 7.5% 60.0% 32.3% 0.2% 0.0% 0.0%

つがる市 ６強 0.0% 0.0% 0.0% 12.6% 67.6% 19.8% 0.0% ６弱 0.0% 0.0% 22.4% 69.5% 8.1% 0.0% 0.0%

鰺ヶ沢町 ６強 0.0% 0.0% 0.0% 79.1% 19.8% 1.1% 0.0% ６弱 0.0% 0.0% 56.9% 40.8% 2.3% 0.0% 0.0%

深浦町 ６強 0.0% 0.0% 0.0% 38.7% 57.5% 3.7% 0.0% ６弱 0.0% 0.4% 61.5% 35.2% 2.9% 0.0% 0.0%

板柳町 ６弱 0.0% 0.0% 0.0% 28.8% 71.2% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 0.0% 3.2% 96.8% 0.0% 0.0% 0.0%

鶴田町 ６弱 0.0% 0.0% 0.0% 36.5% 63.5% 0.0% 0.0% ５強 0.0% 0.0% 29.9% 70.1% 0.0% 0.0% 0.0%

中泊町 ６強 0.0% 0.0% 0.0% 52.8% 36.6% 10.6% 0.0% ６弱 0.0% 6.2% 65.3% 28.1% 0.4% 0.0% 0.0%

むつ市 ５強 0.0% 8.3% 88.5% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 3.4% 96.1% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

大間町 ５強 0.0% 0.0% 95.7% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 95.7% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

東通村 ５強 0.0% 63.1% 28.7% 8.1% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 19.5% 80.3% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

風間浦村 ５強 0.0% 2.8% 93.8% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 98.4% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

佐井村 ５強 0.0% 0.0% 95.3% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 29.8% 70.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

十和田市 ５弱 0.0% 4.4% 95.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

三沢市 ５弱 0.0% 11.9% 88.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 99.9% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

野辺地町 ５強 0.0% 19.6% 79.4% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 99.9% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

七戸町 ５弱 0.0% 25.6% 74.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

六戸町 ５弱 0.0% 0.2% 99.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

横浜町 ５強 0.0% 53.3% 46.2% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 99.6% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

東北町 ５強 0.0% 9.3% 90.5% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 99.7% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

六ヶ所村 ５強 0.0% 26.6% 72.1% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% ５弱 0.0% 95.6% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

おいらせ町 ５弱 0.0% 25.9% 74.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

八戸市 ５弱 0.0% 71.8% 28.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 12.0% 88.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

三戸町 ５弱 0.0% 20.5% 79.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 3.3% 96.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

五戸町 ５弱 0.0% 3.2% 96.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

田子町 ５弱 0.0% 51.6% 48.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 32.8% 67.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

南部町 ５弱 0.0% 41.4% 58.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 6.7% 93.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

階上町 ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 41.2% 58.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

新郷村 ５弱 0.0% 0.4% 99.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ４ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

総計 ６強 0.0% 12.2% 51.4% 25.5% 9.8% 1.2% 0.0% ６弱 3.2% 61.9% 21.4% 13.0% 0.5% 0.0% 0.0%

※　前回調査

（日本海側海溝型地震）

下北

地域

上北

地域

三八

地域

南部

地域

日本海側海溝型地震（F17、F18、F20、F24）の重ね合わせ

震度階の割合

東青

地域

中南

地域

西北

地域

津軽

地方
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3.5 地盤の液状化予測 

 

3.5.1 算出手法 

 

（1） 液状化危険度 

地盤の液状化予測手法は、浅部地盤モデル化の地盤タイプを踏まえた上、「道路橋示方書」

に基づく FL法による判定法（地表面震度、地盤の N値、地下水位、平均粒度等）により行う。 

液状化の評価では、地表面から深度 20m まで実施するとともに、各地層での評価値である

FL値を用いて、地盤全体の液状化危険度（PL値：液状化可能性指数）を予測する。液状化の

予測を行う地盤は、前回調査と同様に、下記表に示す微地形分類に対して実施する。 

 

表 3.5.1 液状化対象微地形分類（地盤タイプ） 

No. 微地形分類（地盤タイプ） 区分 

1 山地 液状化検討対象外 

2 ローム台地 液状化検討対象外 

3 砂礫台地 液状化検討対象外 

4 扇状地性低地 液状化検討対象地形 

5 丘陵地 液状化検討対象外 

6 三角州性低地 液状化検討対象地形 

7 自然堤防・砂州・砂丘 液状化検討対象地形 

8 火山地 液状化検討対象外 

9 埋立て・干拓地 液状化検討対象地形 

10 岩石質裸地 液状化検討対象外 

 

 

図 3.5.1 液状化の予測手法の流れ 
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液状化可能性の評価については、前回調査と同様に「道路橋示方書･同解説（2002 年 3 月

発行）」による、砂質土層の液状化の判定手法を採用した。 

地震動計算結果から、地表から 20m までの地中のせん断応力（L）と液状化対象層の繰り

返し三軸強度比（R）を求め、液状化対象層ごとに液状化に対する抵抗率（FL＝R/L）を求め、

さらに地層全体の液状化可能性指数（PL）を評価する。 

以下に計算の手順を示す。 

 

図 3.5.2 各深度の FL値の算出（液状化判定手法・道路橋示方書） 

 

①動的せん断強度比 Rについては、下記の方法で求めた。 

LW RCR ⋅=
 

( )
( ) ( )





≥−⋅×+

<
=

− 1414106.17.1082.0

147.1082.0
5.46

aaa

aa

L
NNN

NN
R

 

Cw：地震動特性による補正係数（タイプⅠの地震動の場合） 

Cw = 1.0 
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②N値及び Fc の算出については、亀井ほか(2002)の式に従った。 

NNNa ∆+= 1  

( )
( ) ( )

( )







≥
<≤−×

<
=∆

%4027.15

%40%818log769.20

%80.0

10

c

cC

c

F

FF

F

N

 

ただし、 

Na：粒度の影響を考慮する補正 N値 

N1：有効上載圧 100kN/m2相当に換算した N 値 

ΔN：東京低地における細粒分の影響を補正する N値 

( ) ( )
( )




≥
<−+
220.0

225.2921.9916

N

NN
Fc：  

③地震時せん断応力比 L については、下記の方法で求めた。 

vvSd KrL σσ ′⋅⋅= /
 

xrd 015.00.1 −=
 

ここに、 

rd：地震時のせん断応力比の深さ方向の低減係数 

KS：液状化に対する設計震度 

x：地表面からの深さ(m) 

σv：地表面からの深さ xにおける全上載圧(kN/m2) 

σ’ v：地表面からの深さ xにおける有効上載圧(kN/m2) 

8.9maxAKS =
 

Amax：地表最大加速度(m/s2) 
9.8：重力加速度(m/s2) 

 

南海トラフの巨大地震地震動予測では、地表は震度のみの出力となっている。地表最

大加速度は、地表の震度より、童・山崎（1996）による計測震度と最大加速度の関係式

を用いて求めた。 

( )max10log89.159.0 AI ⋅+=
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④R 及び L から、液状化に対する抵抗率を求め、震度の重み係数を考慮して FL を積分し、

液状化指数 PL を計算する。 

L
RFL =  

( )( )∫ −−=
20

0
5.0101 dxxFP LL

 

ここに、 

PL：液状化指数 

FL：液状化に対する抵抗率 

x：地表面からの深さ(m) 

 

メッシュ毎の PL 値より、以下の基準で液状化可能性を評価する。 

 

 

図 3.5.3 PL値の算定 

 

表 3.5.2 PL値による液状化危険度判定区分（内閣府による） 

危険度ランク 
液状化の可能性 

なし 

液状化の可能性 

小 

液状化の可能性 

中 

液状化の可能性 

大 

PＬ値 PＬ=0 0＜PＬ≦5 5＜PＬ≦15 15＜PＬ 

調査および 

対策の必要性 

液状化に関する

詳細な調査は不

要 

特に重要な構造

物に対して、よ

り詳細な調査が

必要 

構造物に対して

は、より詳細な

調査が必要 

液状化対策が一

般的に必要 

液状化に関する

詳細な調査と液

状化対策は不可

避 
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（2） 液状化の発生による地盤沈下量の推定 

液状化に伴う地盤の沈下量 Sは、建築基礎構造設計指針(2001)に示されている補正 N値と

繰返しせん断ひずみの関係を用いて、補正 N値と応力比のプロット点に対応する繰返しせん

断ひずみを隣接するγcy 曲線の対数補間により求める。 

繰返しせん断ひずみ 8％の曲線より左側にプロットされる場合にはγcy＝8％とし、0.5％

より右側にプロットされる場合には、γcy＝0.5％とする。 

繰返しせん断ひずみγcy を体積ひずみεv として読み替える。 

沈下量 S は次のようにして推定した。 

( )∑
=

×=
n

i
ViiHS

0

ε  

ここに、S：沈下量 

Hi：FL＜1.0 となる土層 i の層厚 
εVi：FL＜1.0 となる土層 i の体積ひずみ 
n：FL＜1.0 となる土層数 

 

 
※本検討では、図中の縦軸「応力比 τd/σ’ z」に「地震のせん断応力

比 L」を適用する。 

図 3.5.4 補正 N 値と繰返しせん断ひずみの関係 
(出典：建築基礎構造設計指針，2001 年 10 月，日本建築学会) 
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（3） 液状化発生確率 

①地盤の液状化発生確率 

地盤の液状化発生確率の評価は、松岡ほか（2011）による「地形・地盤分類 250m メッシ

ュに基づく液状化危険度の推定手法」の考え方に基づき算出する。 

地盤の液状化発生確率とは、想定地震による計測震度と対象地盤の微地形区分との関係か

ら算出される。この液状化発生確率は、既往地震の液状化発生面積や被災程度と計測震度と

の関係から経験則により回帰式を算出している。算出した確率は、評価区域で液状化する面

積率、または、そのエリアで液状化の発生する確率と考えられるものである。 

液状化の発生確率は、前述した液状化危険度とともに用いることにより、液状化対策の優

先的対応の評価値となると考える。 

 

表 3.5.3 微地形区分による液状化発生確率 

グループ 微地形区分 地盤条件 液状化 

① 

自然堤防・旧河道・砂丘末

端・緩斜面・砂丘間低地・

干拓地・埋立地 

緩い砂が堆積し、地下水位

が浅い。 

計測震度 5.0 付近で液状

化が発生し始める 

② 

扇状地、扇状地（傾斜

<1/100）、砂州・砂礫州 

地下水位は浅く、砂や砂礫

が広く堆積するが、砂ない

し砂礫は、グループ①に比

べしまっている。 

計測震度 5.0 付近では、液

状化が発生しないが、震度

が大きくなるにつれて発

生確率が急激に大きくな

る 

③ 

後背湿地、三角州・海岸低

地、砂丘 

地下水位は浅いが、緩い砂

の分布は局所的（粘性土が

卓越）である（後背湿地、

三角州・海岸低地） 

緩くてきれいな砂が広く

分布する（砂丘） 

計測震度 5.4 付近で液状

化するが、震度が大きくな

っても発生確率はあまり

上がらない 

④ 

砂礫質台地、谷底低地、谷

底低地（傾斜<1/100） 

砂礫が広く堆積する（砂礫

質台地、谷底低地） 

粘性土が卓越し、砂の分布

は局所的である（谷底低

地 、 谷 底 低 地 （ 傾 斜

<1/100）） 

計測震度 6.0 程度になっ

て液状化が発生し、震度が

大きくなるにつれて発生

確率が急激に大きくなる 

 

液状化発生確率は次のようにして推定した。 

また、最小二乗法による回帰分布から得られたパラメータを表3.5.4に、回帰式を図 3.5.5 

に示す。 

( ) ( )[ ]σµφ −= IIPliq  

I:計測震度 

µ：平均値 

σ：標準偏差 
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表 3.5.4 グループ毎の回帰パラメータ 

グループ 微地形区分 平均値μ 標準偏差σ 

① 

自然堤防・旧河道・砂丘末

端・緩斜面・砂丘間低地・

干拓地・埋立地 

6.960 0.761 

② 
扇状地、扇状地（傾斜

<1/100）、砂州・砂礫州 
7.160 0.773 

③ 
後背湿地、三角州・海岸低

地、砂丘 
7.906 0.993 

④ 
砂礫質台地、谷底低地、谷

底低地（傾斜<1/100） 
7.231 0.628 

⑤ 上記以外 9.873 1.197 

 

 

図 3.5.5 液状化発生確率回帰式 

出典：「地形・地盤分類 250m メッシュに基づく液状化危険度の推定手法」 

（日本地震工学会論文集・第 11 巻・第 2号・2011、松岡・若松・橋本） 

 

【参考文献】 

• 亀井ほか(2002)：東京低地における沖積砂質土の粒度特性と細粒分が液状化強度に及ぼす影響,地盤工学

会論文報告集,Vol.42,No.4,101-110,2002 

• 松岡ほか(2011)：地形・地盤分類 250m メッシュマップに基づく液状化危険度の推定手法，日本地震工学

会論文集第 11 巻,第 2号,pp.20-39,2011.5 
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3.5.2 液状化危険度・沈下量分布の算出結果 

液状化危険度分布図（PL 値）を以下に示す。前回調査の日本海側海溝型地震と単純に比較

できないが、全体的に液状化危険度が高くなっていることがわかる。これは、前回調査より

想定された地震動が全体的に大きくなっているためである。 

 

図 3.5.6 液状化危険度分布 

 

参考：日本海側海溝型地震の液状化危険度分布（前回調査） 
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表 3.5.5 液状化危険度の割合 

 
※前回調査は 1断層について被害想定を実施したが、今回調査は 4 断層について各々地震動・津波浸水予測を実施し、各地域の最

大値を採用して被害想定を実施した。 

  

対象外 PL=0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 15＜PL 対象外 PL=0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 15＜PL

青森市 80.8% 6.7% 5.9% 5.8% 0.7% 80.8% 15.1% 0.4% 3.7% 0.0%

平内町 89.4% 7.0% 0.0% 3.6% 0.0% 89.4% 10.6% 0.0% 0.0% 0.0%

今別町 91.0% 4.8% 1.2% 3.0% 0.0% 91.0% 7.8% 1.2% 0.0% 0.0%

蓬田村 85.0% 0.7% 10.9% 0.2% 3.1% 85.0% 10.3% 0.0% 4.7% 0.0%

外ヶ浜町 89.8% 1.6% 4.6% 3.7% 0.2% 89.8% 10.2% 0.0% 0.0% 0.0%

弘前市 81.5% 5.2% 10.4% 0.1% 2.9% 81.5% 5.1% 9.1% 4.1% 0.2%

平川市 89.8% 4.6% 5.6% 0.0% 0.0% 89.8% 4.4% 3.2% 2.5% 0.0%

黒石市 79.6% 13.7% 6.0% 0.0% 0.7% 79.6% 15.0% 1.9% 3.5% 0.0%

西目屋村 97.9% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 97.9% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0%

藤崎町 0.0% 58.4% 25.1% 16.5% 0.0% 0.0% 14.0% 35.1% 49.8% 1.0%

大鰐町 86.8% 3.3% 2.6% 0.0% 7.4% 86.8% 8.4% 3.1% 1.5% 0.1%

田舎館村 5.5% 60.9% 33.5% 0.0% 0.0% 5.5% 35.2% 59.3% 0.0% 0.0%

五所川原市 65.5% 5.6% 11.3% 6.5% 11.0% 65.5% 21.0% 10.6% 1.8% 1.2%

つがる市 11.6% 10.9% 14.0% 55.4% 8.1% 11.6% 28.7% 18.8% 32.5% 8.4%

鰺ヶ沢町 89.4% 2.1% 0.0% 0.7% 7.9% 89.4% 2.1% 0.2% 3.3% 5.0%

深浦町 93.8% 2.2% 0.2% 0.0% 3.8% 93.8% 2.2% 0.0% 0.4% 3.6%

板柳町 0.0% 62.6% 24.9% 9.2% 3.3% 0.0% 66.2% 21.6% 12.2% 0.0%

鶴田町 15.9% 9.9% 1.7% 18.8% 53.8% 15.9% 78.5% 5.7% 0.0% 0.0%

中泊町 72.8% 3.0% 0.7% 14.7% 8.8% 72.8% 11.9% 6.8% 1.9% 6.6%

むつ市 93.7% 5.5% 0.8% 0.0% 0.0% 93.7% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0%

大間町 93.3% 4.4% 0.0% 2.4% 0.0% 93.3% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

東通村 84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0%

風間浦村 94.8% 4.1% 1.1% 0.0% 0.0% 94.8% 5.2% 0.0% 0.0% 0.0%

佐井村 95.3% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 95.3% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0%

十和田市 96.5% 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 96.5% 3.5% 0.0% 0.0% 0.0%

三沢市 70.6% 22.2% 7.3% 0.0% 0.0% 70.6% 29.4% 0.0% 0.0% 0.0%

野辺地町 90.5% 8.5% 0.0% 1.0% 0.0% 90.5% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0%

七戸町 95.1% 4.9% 0.0% 0.0% 0.0% 95.1% 4.9% 0.0% 0.0% 0.0%

六戸町 80.2% 19.8% 0.0% 0.0% 0.0% 80.2% 19.8% 0.0% 0.0% 0.0%

横浜町 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0%

東北町 82.8% 16.7% 0.5% 0.0% 0.0% 82.8% 17.2% 0.0% 0.0% 0.0%

六ヶ所村 77.3% 8.6% 14.1% 0.0% 0.0% 77.3% 22.7% 0.0% 0.0% 0.0%

おいらせ町 74.9% 25.1% 0.0% 0.0% 0.0% 74.9% 25.1% 0.0% 0.0% 0.0%

八戸市 75.9% 24.1% 0.0% 0.0% 0.0% 75.5% 24.5% 0.0% 0.0% 0.0%

三戸町 98.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 98.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0%

五戸町 86.9% 13.1% 0.0% 0.0% 0.0% 86.9% 13.1% 0.0% 0.0% 0.0%

田子町 99.4% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 99.4% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0%

南部町 86.1% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0% 86.1% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0%

階上町 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

新郷村 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

総計 84.1% 7.5% 3.4% 3.1% 2.0% 84.1% 10.8% 2.2% 2.1% 0.8%

南部

地域

下北

地域

上北

地域

三八

地域

※　前回調査

（日本海側海溝型地震）

日本海側海溝型地震（F17、F18、F20、F24）の重ね合わせ

液状化危険度の割合

津軽

地方

東青

地域

中南

地域

西北

地域
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液状化による沈下量分布図を以下に示す。前回調査の日本海側海溝型地震と単純に比較で

きないが、全体的に沈下量が大きくなっていることがわかる。これは、液状化危険度同様、

前回調査より想定された地震動が全体的に大きくなっているためである。 

 

図 3.5.7 液状化沈下量 

 

参考：日本海側海溝型地震の液状化沈下量（前回調査） 
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液状化発生確率分布図を以下に示す。前回調査の日本海側海溝型地震と単純に比較できな

いが、全体的に液状化発生確率が大きくなっていることがわかる。これは、液状化危険度同

様、前回調査より想定された地震動が全体的に大きくなっているためである。 

 

図 3.5.8 液状化発生確率 

 

 

参考：日本海側海溝型地震の液状化発生確率（前回調査） 

  


